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○
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坂
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開
発
行
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○
一
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〃
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三

○
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始
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○
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線
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始

（
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県
土
）

一
七

○
県
道
柿
木
町
蒲
生
線
の
供
用
の
開
始

（

〃

）

一
七

○
県
道
蒲
生
岩
槻
線
の
供
用
の
開
始

（

〃

）

一
七

○
県
道
春
日
部
久
喜
線
の
供
用
の
開
始

（
越
谷
県
土
）

一
八

○
県
道
加
須
幸
手
線
の
供
用
の
開
始

（
杉
戸
県
土
）

一
八

○
県
道
川
越
栗
橋
線
の
供
用
の
開
始

（

〃

）

一
九

○
県
道
蓮
田
白
岡
久
喜
線
の
供
用
の
開

始

（

〃

）

一
九

○
県
道
蓮
田
杉
戸
線
の
供
用
の
開
始

（

〃

）

一
九

○

〃

（

〃

）

二
〇

○
県
道
上
尾
久
喜
線
の
区
域
の
変
更

（

〃

）

二
〇
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埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長

吉

田

耕

三

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

保
谷
志
木
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長

吉

田

耕

三

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

さ
い
た
ま
東
村
山
線

三

道
路
の
区
域

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

志
木
市
中
宗
岡
一
丁
目
二
七
六
六
番
一
地
先
か
ら
同
市
中
宗
岡
一
丁
目

一
五
〇
二
番
二
地
先
ま
で

八
・
〇
三
〜

一
〇
・
二
〇

九
八
・
五
〇

交
差
点
整
備
工
事
に
よ
る

新

一
〇
・
一
八
〜一

五
・
〇
〇

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

志
木
市
中
宗
岡
五
丁
目
二
九
八
六
番
一
地
先
か
ら
同
市
中
宗
岡
五
丁
目

一
五
一
五
番
八
地
先
ま
で

一
〇
・
一
八
〜一

一
・
八
二

八
四
・
〇
〇

交
差
点
整
備
工
事
に
よ
る

新

一
〇
・
一
八
〜一

八
・
〇
〇
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埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野
所
沢
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野
所
沢
線

三

道
路
の
区
域

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

入
間
郡
三
芳
町
大
字
上
富
字
中
東
一
八
七
番
五
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大

字
上
富
字
下
饒
一
一
五
四
番
一
地
先
ま
で

九
・
四
〇
〜

一
四
・
〇
〇

七
〇
五
・
六
〇

交
通
安
全
対
策
事
業

新

九
・
四
〇
〜

三
三
・
〇
〇

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野

所

沢

線

入
間
郡
三
芳
町
大
字
上
富
字
中
東
一
八
八
番
三
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大

字
上
富
字
下
饒
一
一
五
四
番
一
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
部
分
に
限
る
。）

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
六
八
五
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
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号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
二
丁
目
一
五
一
一
番
一
地
先
か
ら
同
市
上
福
岡
四

丁
目
八
〇
三
二
番
四
地
先
ま
で

七
・
七
六
〜

九
・
〇
三

二
九
五
・
〇
〇

交
通
安
全
対
策
事
業

新

一
五
・
〇
〇
〜二

二
・
〇
〇

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野

所

沢

線

ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
二
丁
目
一
五
一
二
番
地
先
か
ら
同
市
上
福
岡
三
丁

目
一
五
一
九
番
九
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

に
限
る
。）

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
一
四
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

さ
い
た
ま
ふ
じ
み
野

所

沢

線

ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
四
丁
目
八
〇
三
三
番
一
五
地
先
か
ら
同
市
上
福
岡

四
丁
目
八
〇
三
三
番
一
三
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す

る
部
分
に
限
る
。）

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
三
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

－４－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

並
木
川
崎
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

川
越
新
座
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

川
越
市
大
字
並
木
字
南
田
八
六
二
番
一
五
地
先
か
ら
同
市
大
字
並
木
字

南
田
八
五
八
番
一
地
先
ま
で

七
・
五
〇
〜

七
・
九
四

九
七
・
〇
〇

交
通
安
全
対
策
事
業

新

一
八
・
〇
〇
〜一

八
・
〇
〇

八
六
・
六
〇

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

川
越
市
大
字
並
木
字
中
田
二
五
一
番
地
先
か
ら
同
市
大
字
並
木
字
中
田

二
七
三
番
一
四
地
先
ま
で

八
・
九
〇
〜

二
二
・
五
〇

二
九
六
・
〇
〇

交
通
安
全
対
策
事
業

新

一
四
・
五
〇
〜二

六
・
五
〇

－５－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

南
古
谷
停
車
場
線

三

道
路
の
区
域

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

川

越

新

座

線

川
越
市
大
字
並
木
字
中
田
二
五
二
番
地
先
か
ら
同
市
大
字
並
木
字
中
田

二
六
四
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
二
一
・
六
〇
メ
ー
ト
ル

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

川

越

新

座

線

川
越
市
大
字
並
木
字
中
田
二
七
一
番
二
地
先
か
ら
同
市
大
字
並
木
字
中

田
二
七
三
番
一
五
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
四
五
・
五
〇
メ
ー
ト
ル

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

川
越
市
大
字
並
木
字
中
田
二
〇
二
番
二
地
先
か
ら
同
市
大
字
並
木
字
中

田
二
六
四
番
一
地
先
ま
で

七
・
七
四
〜

三
二
・
二
〇

一
六
二
・
〇
〇

交
通
安
全
対
策
事
業

新

一
八
・
〇
〇
〜三

六
・
八
〇

－６－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

ふ
じ
み
野
朝
霞
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長

堀

本

一

夫

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

南
古
谷
停
車
場
線

川
越
市
大
字
並
木
字
中
田
二
四
二
番
三
地
先
か
ら
同
市
大
字
並
木
字
中

田
二
六
四
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
六
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

富
士
見
市
羽
沢
二
丁
目
五
七
四
番
一
地
先
か
ら
同
市
羽
沢
三
丁
目
五
七

六
番
一
地
先
ま
で

七
・
六
九
〜

一
八
・
四
五

三
〇
・
一
〇

交
通
安
全
対
策
事
業

新

七
・
九
八
〜

二
一
・
五
五

－７－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

南
飯
能
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

ふ
じ
み
野
朝
霞
線

富
士
見
市
羽
沢
二
丁
目
五
七
四
番
一
地
先
か
ら
同
市
羽
沢
三
丁
目
五
七

六
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
〇
年
三
月
二
十
八
日

延
長
三
〇
・
一
〇
メ
ー
ト
ル

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

飯
能
市
大
字
中
藤
下
郷
字
種
木
四
六
三
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
中
藤

下
郷
字
柚
木
谷
戸
一
七
六
番
二
地
先
ま
で

四
・
六
八
〜

一
六
・
三
〇

二
〇
一
・
四
六

道
路
改
築
工
事
に
よ
る
。

新

九
・
一
〇
〜

四
一
・
八
六

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

南

飯

能

線

飯
能
市
大
字
中
藤
下
郷
字
種
木
四
六
三
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
中
藤

下
郷
字
柚
木
谷
戸
一
七
六
番
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
二
〇
一
・
四
六
メ
ー
ト
ル
。

－８－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

上
伊
草
坂
戸
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十

七
号都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
八
月
十
日

指
令
飯
整
第
一
九
〇
〇
二
三
〇
号

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

坂
戸
市
大
字
横
沼
字
登
戸
七
五
五
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
横
沼
字
登

戸
七
五
六
番
一
地
先
ま
で

三
一
・
六
〇
〜三

一
・
七
〇

三
一
・
四
〇

平
成
十
五
年
三
月
二
十
四
日
付
け
埼
玉
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号

で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
一
部
区
域
変
更
で
あ
る
。
圏
央
道

坂
戸
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
に
よ
る
。

ア
ク
セ
ス
道
路
延
長
七
七
四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

新
路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

上
伊
草
坂
戸
線

坂
戸
市
大
字
横
沼
字
五
反
田
九
四
二
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
横
沼
字

登
戸
七
五
九
番
一
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

に
限
る
。）

平
成
二
十
年
三
月
二
十
九
日
午

後
二
時

平
成
十
五
年
三
月
二
十
四
日
付
け
埼
玉
県
告
示
第
六
百
四
十
八
号
及
び

前
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。

延
長
二
三
二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
。

そ
の
他
圏
央
道
坂
戸
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
延
長
七
四
二
・
四
〇
メ

ー
ト
ル
。

－９－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
〇
年
三
月
二
十
一
日

飯
整
第
一
九
〇
〇
六
二
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

入
間
郡
越
生
町
大
字
津
久
根
字
矢
崎
一
四

四
番
一

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

入
間
郡
越
生
町
大
字
津
久
根
一
四
一
番
地

一

佐
藤

重
吉

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日埼

玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長

谷

口

建

一

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

一

般

国

道

二
百
五
十
四
号

比
企
郡
川
島
町
大
字
中
山
字
蛭
田
一
一
九
番
六
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大

字
中
山
字
追
出
し
四
四
三
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
九
日

延
長

四
四
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

皆

野

荒

川

線

秩
父
郡
小
鹿
野
町
長
留
字
上
ノ
台
二
二
六
三
番
三
地
先
か
ら
同
郡
同
町

長
留
字
番
戸
原
二
二
七
七
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

午
後
五
時

平
成
二
十
年
二
月
一
日
付
け
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第

六
号
で
告
示
し
た
区
域
の
供
用
で
あ
る
。

延
長
一
四
〇
・
八
〇
メ
ー
ト
ル

－１０－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

熊
谷
小
川
秩
父
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

百

四

十

号

秩
父
郡
長
瀞
町
大
字
本
野
上
字
六
道
二
八
二
番
四
地
先
か
ら
同
郡
同
町

大
字
本
野
上
字
六
道
二
九
八
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第

十
八
号
で
告
示
し
た
一
部
の
供
用
で
あ
る
。

延
長
一
五
八
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

秩
父
市
山
田
字
堂
ノ
前
一
六
九
〇
番
五
地
先
か
ら
秩
父
郡
横
瀬
町
大
字

横
瀬
字
拾
四
番
五
七
八
七
番
一
地
先
ま
で

六
・
四
〇
〜

二
五
・
六
〇

一
五
二
・
〇
〇

地
方
道
路
交
付
金
（
交
通
安
全
）
整
備
工
事

新

一
一
・
〇
〇
〜二

七
・
〇
〇

－１１－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

秩
父
荒
川
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

二
百
九
十
九
号

三

道
路
の
区
域

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

熊
谷
小
川
秩
父
線

秩
父
郡
横
瀬
町
大
字
横
瀬
字
拾
四
番
五
七
七
一
番
五
地
先
か
ら
同
郡
同

町
大
字
横
瀬
字
拾
四
番
五
七
八
七
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長

九
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧
Ａ

秩
父
市
久
那
字
桐
ノ
久
保
三
四
七
四
番
一
地
先
か
ら
同
市
久
那
字
平
吾

平
三
三
九
四
番
一
地
先
ま
で

七
・
六
七
〜

一
四
・
八
〇

一
三
〇
・
〇
〇

平
成
十
七
年
十
一
月
十
五
日
付
け
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
九
号
で
予
定
さ
れ
た
引
継
処
理
で
あ
り
、
旧
Ａ
の
全
部

及
び
旧
Ｂ
の
一
部
を
秩
父
市
へ
引
き
継
ぐ
。

旧
Ｂ

秩
父
市
久
那
字
高
ク
ヱ
三
三
四
八
番
一
地
先
か
ら
同
市
久
那
字
平
吾
平

三
四
〇
一
番
一
一
地
先
ま
で

一
四
・
〇
〇
〜四

二
・
九
〇

二
五
一
・
〇
〇

新
Ｂ

一
一
・
二
〇
〜四

二
・
九
〇

－１２－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

百
四
十
号

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

秩
父
郡
小
鹿
野
町
三
山
字
半
平
一
〇
四
四
番
地
先
か
ら
同
郡
同
町
三
山

字
半
平
九
八
二
番
一
地
先
ま
で

四
・
九
〇
〜

一
二
・
八
〇

一
〇
二
・
四
〇

道
路
改
築
工
事

新

一
二
・
五
〇
〜二

五
・
二
〇

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

熊
谷
市
広
瀬
字
不
二
ノ
腰
一
五
四
番
三
地
先
か
ら
同
市
広
瀬
字
不
二
ノ

腰
一
三
六
番
三
地
先
ま
で

二
〇
・
〇
二
〜二

〇
・
〇
七

一
三
八
・
〇
〇

交
差
点
整
備
工
事
に
よ
る
。

新

二
一
・
五
七
〜二

一
・
五
八

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

一
般
国
道
百
四
十
号

熊
谷
市
広
瀬
字
不
二
ノ
腰
一
五
四
番
三
地
先
か
ら
同
市
広
瀬
字
不
二
ノ

腰
一
三
六
番
三
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
一
三
八
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る

部
分
に
限
る
。）

－１３－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

新

堀

尾

島

線

熊
谷
市
西
別
府
字
原
一
八
一
三
番
五
地
先
か
ら
同
市
西
別
府
字
天
神
二

二
五
四
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
六
五
六
・
一
〇
メ
ー
ト
ル
。
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る

部
分
に
限
る
。）

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

新

堀

尾

島

線

熊
谷
市
永
井
太
田
字
西
浦
九
八
三
番
一
〇
地
先
か
ら
同
市
間
々
田
字
伊

勢
東
五
四
七
番
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
一
四
八
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す

る
部
分
に
限
る
。）

－１４－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

太
田
熊
谷
線

三

道
路
の
区
域

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

大

塚

哲

史

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

深
谷
寄
居
線

三

道
路
の
区
域

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

熊
谷
市
弥
藤
吾
字
下
宿
一
八
〇
番
一
地
先

九
・
五
〇
〜

一
〇
・
二
〇

一
八
・
四
〇

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
工
事
に
よ
る
。

新

一
一
・
五
〇
〜一

一
・
五
〇

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

太

田

熊

谷

線

熊
谷
市
弥
藤
吾
字
下
宿
一
八
〇
番
一
地
先

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
一
八
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
。

－１５－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
八

号
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長

並

木

孝

之

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
三
月
六
日

指
令
行
整
第
一
九
〇
〇
四
二
一
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
三
月
六
日
第
三
十
六
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
鴻
茎
字
北
谷
二
一

五
四
―
一

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
本
市
本
宿
五
―
八
二
―
一

株
式
会
社
シ
ー
エ
ー
エ
ー

代
表
取
締
役

浅
田

秀
夫

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十

号
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長

並

木

孝

之

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

指
令
行
整
第
一
九
〇
〇
五
五
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
三
月
十
一
日
第
四
十
九
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
鴻
茎
字
久
保
沼
一

一
五
七
―
二
、
―
四
、
―
五

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
鴻
茎
一
一
五
七

関
田

勉

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十

一
号都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長

並

木

孝

之

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
三
月
十
一
日

指
令
行
整
第
一
九
〇
〇
五
九
一
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
三
月
十
一
日
第
四
十
八
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
下
種
足
字
村
内
四

七
八
―
三

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

羽
生
市
大
字
羽
生
七
八
〇
―
一
サ
ニ
ー
Ｋ

―
二
〇
四

山
�

孝
倫

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十

四
号都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長

並

木

孝

之

一

許
可
番
号

平
成
十
九
年
十
一
月
五
日

指
令
行
整
第
一
九
〇
〇
六
〇
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
三
月
十
四
日
第
五
十
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
鴻
茎
字
立
山
二
〇

―
一
三

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
埼
玉
郡
騎
西
町
大
字
鴻
茎
二
〇
八
四

藤
井

孝
男

旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧

深
谷
市
柏
合
字
山
本
六
五
番
一
地
先
か
ら
同
市
柏
合
字
山
本
七
五
番
四

地
先
ま
で

九
・
九
三
〜

一
〇
・
一
七

一
二
〇
・
五
〇

歩
道
整
備
工
事
に
よ
る
。

新

一
二
・
一
八
〜一

二
・
五
〇

－１６－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

内

村

寛

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

内

村

寛

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

内

村

寛

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

春
日
部
松
伏
線

北
�
飾
郡
松
伏
町
大
字
大
川
戸
字
宿
通
二
五
八
五
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
字
大
川
戸
字
宿
通
二
六
六
六
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

平
成
二
十
年
二
月
一
日
付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第

四
号
に
お
け
る
道
路
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。

延
長

四
五
九
・
五
〇
メ
ー
ト
ル

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

柿
木
町
蒲
生
線

越
谷
市
蒲
生
本
町
五
四
番
一
地
先
か
ら
同
市
蒲
生
本
町
一
番
二
地
先
ま

で
た
だ
し
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
二
十
年
三
月
十
四
日
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十

四
号
に
お
け
る
道
路
区
域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。

延
長
一
六
三
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

－１７－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
四
月
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

内

村

寛

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

蒲

生

岩

槻

線

越
谷
市
蒲
生
西
町
一
丁
目
三
四
三
二
番
一
地
先
か
ら
同
市
蒲
生
西
町
一

丁
目
三
五
四
三
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
四
月
一
日

平
成
十
年
一
月
三
十
日
埼
玉
県
告
示
第
九
十
九
号
に
お
け
る
道
路
区
域

の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。

延
長
二
三
八
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

春
日
部
久
喜
線

春
日
部
市
粕
壁
三
丁
目
七
〇
六
一
番
地
先
か
ら
同
市
梅
田
一
丁
目
一
〇

六
番
一
四
地
先
ま
で

た
だ
し
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。

平
成
二
十
年
四
月
七
日

平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日
付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告

示
第
十
三
号
に
お
け
る
道
路
区
域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。

延
長
三
三
一
・
五
〇
メ
ー
ト
ル

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

加

須

幸

手

線

北
�
飾
郡
鷲
宮
町
八
甫
四
丁
目
一
二
一
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町
八
甫

四
丁
目
一
二
〇
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
五
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル

－１８－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

川

越

栗

橋

線

南
埼
玉
郡
菖
蒲
町
大
字
下
栢
間
字
上
在
来
九
四
九
番
三
地
先
か
ら
同
郡

同
町
大
字
小
林
字
森
下
二
四
二
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長
三
〇
八
・
八
七
メ
ー
ト
ル

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

蓮
田
白
岡
久
喜
線

�
田
市
大
字
黒
浜
字
宿
浦
一
八
三
七
番
六
地
先
か
ら
同
市
大
字
黒
浜
字

椿
山
二
八
一
一
番
二
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長

一
九
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

－１９－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長

榎

本

恵

樹

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

上
尾
久
喜
線

三

道
路
の
区
域

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

蓮

田

杉

戸

線

�
田
市
大
字
黒
浜
字
日
野
手
四
七
四
八
番
三
地
先
か
ら
同
市
大
字
黒
浜

字
日
野
手
四
七
四
八
番
四
三
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長

六
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

備

考

蓮

田

杉

戸

線

�
田
市
大
字
黒
浜
字
天
神
前
一
三
〇
八
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
黒
浜

字
天
神
前
一
三
〇
二
番
三
地
先
ま
で

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

延
長

七
三
・
三
〇
メ
ー
ト
ル

－２０－

号外第��号平成��年�月��日（金曜日）



旧
新
別

区

間

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

旧
Ａ

久
喜
市
大
字
下
早
見
字
内
谷
一
八
三
五
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
下
早

見
字
内
谷
一
八
二
九
番
地
先
ま
で

一
九
・
六
一
〜二

〇
・
八
四

一
三
三
・
六
二

圏
央
道
建
設
工
事
に
伴
う
迂
回
路
設
置
工
事
で
あ
る
。

新
Ａ

新
Ｂ

九
・
五
〇
〜

一
四
・
九
二

一
五
六
・
五
一

発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
便
料
金
を
含
む
。）

発 行 者

埼

玉

県

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

〇
四
八
―
八
二
四
―
二
一
一
一（
代
表
） 埼

玉
県
報
ホ

�ム
ペ

�ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
01

/B
A
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